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救急車を直接要請する場合 
ア．救急対応連絡マニュアル（救急車を呼ぶ場合） 

１． 平日の昼間時間帯（月～金 午前９時～午後５時３０分） 

 （１）発生現場から【救急車】を呼ぶ 

    内線からは「０１１９」 
※ 急病人やけが人の場合は現場から直ちに救急車を呼んでください。 

＊ 消防署が電話に出たら＊ 
『（病気・事故）です。救急車をお願いします。こちらは立命館大学衣笠キャンパスです。』 

≪例≫ 
  『○○時○○分頃、○○（場所）で、○○（誰）が、運動中、○○を強打して、意識不明の状態です。』 
  『事故現場の場所は正門に連絡してあります。誘導を依頼してあります。』 

※その他の必要な情報については、消防署の方から尋ねてくれるので、その時点で正確に把握してい

ることのみ答える。 

  （２）発生現場から【キャンパスインフォメーション】へ連絡 

       内線 2273  

     外線 075-465-8144 
      
 

 発生現場              １１９番 
                   （状況判断）                  救急車 
 
 
 
 

保健センター        キャンパスインフォメーション     正門ゲート 
キャンバス管理室         救急車の誘導 

 

 

 

 

 

                   管 理 課   学生部     学部事務室 
                  （学生の場合） 

 

                   職員課    
（教職員の場合）           

 

 

 

 

（救急車の要請） 

現場から救急車を要請

した場合の連絡網 
 
保健ｾﾝﾀｰから救急車を

要請した場合の連絡網 
 

（救急車の要請） 

（現場へ直行） （救急発生の連絡） 
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２． 平日の夜間時間帯（月～金 午後５時３０分～午後９時００分）及び 

土・日・祝祭日・大学の休業日 

 
 
  

 発生現場            １１９番 
             （状況判断）                救急車 
 
 
 
 

キャンパスインフォメーション       正門ゲート 
キャンバス管理室             救急車の誘導 

保安警備員が状況を把握 
 

 

 

               クレオテックＫＩＣ統括 

 

            部長に連絡 
 

 

管 理 課   学生部 
 

 

 

翌日、報告が必要と判断される場合は報告する 
 

保健センター     

（救急車の要請） 
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《参考》  
【近隣救急対応医療機関】（事前連絡必要） 

１. 西陣病院（内科・外科）    075-461-8800 
２. 相馬病院（内科・外科・整形外科）   075-463-4301 
３. なか整形外科（整形外科）    075-464-0888 

月・火・水・金 9:00～12:00・17: 00～19:30 
木   17: 00～19:30 
土   9:00～12:00 

４. 京都民医連中央病院（内科・外科）  075-822-2777 

 
【その他救急の受け入れをお願いしている総合病院】（事前連絡必

要） 
１. 京都第二赤十字病院(救命センター)      烏丸丸太町西入ﾙ 075-212-6119 
２. 社会保険京都病院       烏丸鞍馬口 075-441-6101 
３. 京都地域医療学際研究所附属病院 北大路大宮西入ﾙ 075-431-6121 
４. 京都府立医大附属病院(救急室)  河原町広小路上ﾙ 075-251-5645 

 
＜学内連絡先＞ 

 保 健 セ ン タ ー   内線 2170    外線 075-465-8231 
キャンパスインフォメーション   内線 2273    外線 075-465-8144 
管 理 課   内線 2271    外線 075-465-8143 
学生部 学生センター   内線 2351    外線 075-465-8141 
   ｽﾎﾟｰﾂ強化センター   内線 2343    外線 075-465-7863 
職 員 課   内線 2140    外線 075-465-8118 
法 学 部 事 務 室   内線 2411    外線 075-465-8175 
文 学 部 事 務 室   内線 4601    外線 075-465-8187 
産業社会学部事務室   内線 2441    外線 075-465-8184 
国際関係学部事務室   内線 2881    外線 075-465-1212 
政策科学部事務室   内線 2491    外線 075-465-8166 
正 門 ゲ ー ト   内線 2280              

保健センターが、日頃救急の受け入れをお願いしている近隣の医療機関は次の通りです。

＜救急車を要請した場合は、基本的には救急車が受け入れ先を探します。＞ 
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イ．救急車を要請すべき状況 
 
1. 次の場合は直ちに救急車
（119番）を呼ぶ 
意識障害 
心停止 
呼吸停止 
 

2. 意識があっても次のような状態の時は救急車（119番）を呼ぶ 
① 呼吸困難・胸が締め付けられるように痛い・胸が苦しい時 
② 頭痛→頭を強く打って嘔気・嘔吐がある時 
③ 頭痛→今まで経験したことのない

ような強い痛みがある時 
④ けいれんをおこしている時 
⑤ 腹痛→横になってもじっと我慢し

ていられないような痛みがある時 
⑥ 熱中症の疑いで 1 人では歩けない
ような状態の時 

⑦ 急性アルコール中毒でまともに立

てない、意識がはっきりしない時 
⑧ 大出血がある事故や怪我をしてい

る時 
⑨ 広範囲の火傷や熱気を吸い込んだ時 
⑩ 骨折の疑いがある時 

 
その他、判断に迷う時は 119番通報
を！ 
 
※人手が多いほうが良いので近くの

人に協力を依頼する 
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ウ.救急車を要請したら 
 
1. 救急車が来るまでに 
① Aさん→救急車の誘導をする 
② B・Cさん→傷病者の手当てをする 
 状態の観察を続ける（呼吸、意識状態など） 
 
 [注意事項] 
・ 頚椎の外傷が疑われる時は、動かさずに声だけかけて、 
救急車の到着を待つ 

・ 強くゆすったりしない（肩をたたいて反応をみる） 
・ 嘔吐があるときは身体を横向きにする 
・ 「救命手当ての手順」は後述 

 
③ 本人の名前、住所、生年月日を確認する 
④ 学内の連絡、情報収集体制を固める 

 
 
 
 
 
 
 

 
2. 救急車到着から移送まで 
① 傷病者の状態と行った手当ての内

容を告げる 
② その他持病など本人の情報がわか

れば報告する 
③ 救急車には、そのときの状況や傷

病者についてよく知っているもの

が同乗する 
④ 学校との連絡や保護者に対応する

職員も同乗する 




